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問題と目的

中年期は、特に女性にとっては、身体機能、職

業、家族など様々な次元で変化の多いライフサイ

クル上の転換期である。また、それ以前に獲得さ

れたアイデンティティが崩壊あるいは動揺し、 再

び組み直されて安定した自己のあり方が形成され

ていく過程、すなわち、アイデンティティの再体

制化の時期でもある （岡本，1994）。成人期の発達

をとらえるにあたり、岡本 （2010） は、「個」とし

ての発達と「関係性」の成熟の 2つの軸からとら

えることを提唱し、一連の研究を行っている。岡

本 （2010） によると、成人期に体験される危機は、

「個としての自分」、あるいは「他者との関係性」

の揺らぎやそれらのバランスの崩れによるものが

多いという。

成人が過ごす時間をこの 2軸で考えてみると、

ひとりで過ごす時間と他者と過ごす時間に分けら

れる。増淵 （2014） は、青年期の「ひとりの時間」

についてその発達的意味を検討している。「ひと

りの時間」の定義は、「心理的にひとりでいる、

単独であると感じられる時間（ただし、他者の存

在や行為遂行の有無は問わない）」である （増淵，

2014）。本研究では中年期女性における「ひとり

の時間」の意味の検討を通し、「個」としての発達

の一側面を考察する。

目黒 （1987） は、産業の高度化、高学歴化など

の社会経済状況の変化がもたらした女性のライフ

コース、ライフスタイルの変化が家族機能や家族

役割の問い直しを進め、女性が家族内で心理的・
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物理的な個人的空間を求める傾向が強まっている

ことを指摘している。また、柏木・永久 （1999）

も40歳前後及び60歳前後の 2世代の母親に対す

る調査から、家族のなかに私的な心理的空間を求

める傾向＝個人化志向が、世代を超えて強く認め

られたことを指摘している。読売新聞 （2004） で

は、一人で行動する女性のイメージを調査し、

「自立している」「気楽そう」という肯定的イメー

ジを挙げた人が 7割に達したことから、“一人の

時間を積極的に楽しもうとする女性の強い意識が

うかがわれた （読売新聞，2004, p.27）” こと、年代

によってイメージの違いがあったことを明らかに

している。以上より、中年期女性の間で「個」と

しての時間・空間を求める傾向、すなわち「ひと

りの時間」の重要性が高まっていることがうかが

える。

また、大石・松永 （2015） は、50歳前後の成人

女性を対象に、「これから先の人生の中で失うも

の （喪失）／得るもの （獲得）」を自由記述形式で

調査し、「喪失」と「獲得」のどちらにおいても

「時間」に関する記述がみられることを明らかに

した。「喪失」の内容には “家族との時間”、“人

生の残り時間”など、「獲得」の内容には、“自分

の時間”、“自由な時間”、“夫との時間” などが挙

げられ、このうち “自分の時間”、“自由な時間”

は、「ひとりの時間」ととらえることができる。

中年期女性は、子育てなどの家族内役割や社会的

役割が一段落して時間的余裕ができることで、そ

の後の「ひとりの時間」の増加や充実が意識され

るためと考えられる。

一方、青年期の「ひとりの時間」に関する先行

研究として、増淵 （2014） は、「ひとりの時間」の

過ごし方（行動面）やひとりで過ごすことに関す

る感情・評価 （感情・評価面） を調査し、青年期

の「ひとりの時間」の意味について、発達との関

連から検討した。その結果、「ひとりの時間」の

過ごし方として、「自己内省」「自己解放」「個人

的活動への没頭」「ストレスからの解放」の 4下

位尺度、ひとりで過ごすことに関する感情・評価

として、「孤独・不安」「自立願望」「充実・満足」

「孤絶願望」の 4下位尺度を見出した。また、発

達への影響については、「ひとりの時間」に個人

的活動に没頭する頻度が高いと、ひとりで過ごす

充実・満足感が高まり、それが自我同一性形成を

促進するが、個人的活動への没頭が孤絶願望につ

ながると、自我同一性を低める可能性があること

が示された。

では、中年期の女性は、ひとりで過ごすことを

どのようにとらえ、「ひとりの時間」をどのよう

に過ごしているのか。中年期女性にとって、「ひ

とりの時間」とはどのような意味を持っているの

だろうか。

本研究では、増淵 （2014） が青年期を対象とし

て作成した「『ひとりの時間』の過ごし方尺度」

及び「ひとりで過ごすことに関する感情・評価尺

度」を用いて、中年期女性がどのように「ひとり

の時間」を過ごし、ひとりで過ごすことにどのよ

うな感情・評価を持っているか、また、これらが

基本属性・生活状況、心理的適応とどのように関

連しているかを検討する。具体的には、以下の2

点を検討することを目的とする。

① 増淵 （2014） が作成した青年期版尺度を用い

て、中年期女性の「ひとりの時間」の過ごし

方と感情・評価の特徴を検討し、青年期と比

較する。

② ①について、基本属性・生活状況 （年齢、就

業形態、暮らし向き、健康状態、社会活動へ

の参加状況）、主観的幸福感との関連を検討

し、中年期女性にとっての「ひとりの時間」

の持つ意味を考察する。

方　法

１．調査協力者と調査方法

2015年 7月に、50歳前後の成人女性200名を対

象として、無記名の個別自記式質問紙調査を実施

した。質問紙は、著者らが所属する大学の学生を

通じて配付を依頼し、直接または郵送により回収

を行った。そのうち、回答が得られた99名を分

析対象とした。回収率は49.5％であった。データ

の統計分析には、SPSS ver.22.0、Amos ver.22.0を

用いた。

調査協力者の年齢は、39歳以下2名 （2.0％）、40

～44歳2名 （2.0％）、45～49歳39名 （39.4％）、50～

54歳40名 （40.4％）、55～59歳13名 （13.1％）、60

歳以上 2名 （2.0％） であった。99名中、配偶者が

いると回答したのは91名 （91.9％）、子どもがい

ると回答したのは97名 （98.0％） であった。子ど
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と感じることはどのくらいありますか。その頻度

についてもっともあてはまると思うところの数字

に○をつけてください。」と教示し、「とてもよく

ある」 （6点）、「よくある」 （ 5 点）、「どちらかと

いえばある」 （4点）、「どちらかといえばない」

（3点）、「あまりない」 （2点）、「まったくない」

（1点） の 6件法で回答を求めた。

（3）ひとりで過ごすことに関する感情・評価

増淵 （2014） の「ひとりで過ごすことに関する

感情・評価尺度」 （Appendix 2参照） を中年期版に

一部改変し、使用した（28項目）。具体的には、

第一に、増淵 （2014） の “本当は友達と一緒にい

たいが、仕方なくひとりで過ごしている”、“友達

と一緒でなくても行動できるようになりたい” と

いう 2項目について、友人と家族の両方を測定で

きるように変更し、“本当は友人と一緒にいたい

が、仕方なくひとりで過ごしている”、“本当は家

族と一緒にいたいが、仕方なくひとりで過ごして

いる”、“友人と一緒でなくても行動できるように

なりたい”、“家族と一緒でなくても行動できるよ

うになりたい” の 4項目とした。第二に、“～す

るようになった” といった時間的変化を表す表現

の入った項目については、中年期においては、い

つの時点と比較しての変化であるのかが明確でな

いため、現時点での状態を表す表現に変更した

（例．“「ひとりの時間」を有効に使えるように

なった” → “「ひとりの時間」を有効に使えてい

る” など）。「ひとりで過ごすことについてあなた

がどう考えているかについて、質問します。」と

教示し、「まったくそう思う」 （7点）、「かなりそ

う思う」 （6点）、「どちらかといえばそう思う」

（5点）、「どちらともいえない」 （4点）、「どちら

かといえばそう思わない」 （3点）、「ほとんどそ

う思わない」 （2点）、「まったくそう思わない」

（1点） の 7件法で回答を求めた。

（4）主観的幸福感

心理的適応指標として、主観的幸福感を用い

た。主観的幸福感を測定する尺度として、大石

（2009） が邦訳したDiener, Emmons, Larsen & 

Griffin （1985） の人生の満足度尺度 （Satisfaction 

With Life Scale: SWLS） を使用した。本尺度は、1

因子構造で全 5項目からなり、幸福感の測定とし

もがいる調査協力者97名のうち、95名 （子ども

がいる調査協力者の97.9％） に娘が、55名 （子ど

もがいる調査協力者の56.7％） に息子がいた。ま

た、子どもの人数は、子ども 1人と回答したのが

18名 （子どもがいる調査協力者の18.6％）、2人が

56名 （57.7％）、3人が19名 （19.6％）、4人が 4名

（4.1％） であった。末子年齢は、子どもがいると

回答した97名中67名から回答が得られ、平均

18.07歳 （SD＝3.80, 9歳～33歳） であった。

２．調査内容

（1） 基本属性と生活状況

年齢、家族状況（配偶者・子ども・自身のきょ

うだいの有無、子どもの人数と末子の年齢）、就

労状況、社会的活動への参加状況、暮らし向き、

健康状況について尋ねた。

就労状況は、「正社員（職員）」、「パート／派遣

／契約社員（職員）」、「無職」、「その他」から 1

つ選択してもらった。社会的活動への参加状況に

ついては、「子どもの教育に関わる活動」、「地域

に関わる活動」、「趣味に関わる活動」、「学習に関

わる活動」、「福祉に関わる活動」、「その他」か

ら、現在参加している活動を複数回答で求めた。

また、社会的活動への参加数を算出し、「活動参加

数」とした。暮らし向きについては、「ゆとりが

ある」 （5点）、「ややゆとりがある」 （4点）、「ふ

つう」 （3点）、「やや苦しい」 （2点）、「苦しい」

（1点）、健康状態については、「とてもよい」（5

点）、「よい」 （4点）、「ふつう」 （3点）、「悪い」

（2点）、「とても悪い」 （1点） の 5件法でそれぞ

れ回答を求めた。それぞれの平均値を算出し、

「暮らし向き」得点、「健康状態」得点とした。

（2）「ひとりの時間」の過ごし方

増淵 （2014） の 「『ひとりの時間』 の過ごし方 （意

味づけ） 尺度」 （21項目） を使用した （Appendix 1

参照）。質問紙においては、まず、「この調査で

は、ほかの人とコミュニケーションをしている以

外の時間で、あなたが『ひとりの時間』だと感じ

る時間を『ひとりの時間』と呼ぶことにします。

『ひとりの時間』が何かということに正解はあり

ませんので、みなさんがイメージする通りに考え

てください。」と説明した。その上で、「あなたは

『ひとりの時間』を次のような時間として使った
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た人はいなかった。健康状態得点の平均は3.23

（SD＝0.66）であった。また、主観的幸福感得点

の平均は15.39 （SD＝3.73）で、Cronbachのα係

数はα＝ .86であった。

２． 「『ひとりの時間』の過ごし方尺度」及び「ひ

とりで過ごすことに関する感情・評価尺度」

の構成

（1） 「ひとりの時間」の過ごし方尺度

21項目を対象として、最尤法・プロマックス回

転による因子分析を行い、固有値の推移と解釈可

能性から4因子解が妥当と判断した。最大因子負

荷量が .40未満であった項目・当該因子以外にも 

.35以上の負荷量を示した項目 （計 7項目） を除外

し、再度因子分析を行ったところ 3因子解とな

り、最終的な因子パターンを得た。結果をTable 2

に示す。回転前の 3因子で14項目の全分散の

65.66％を説明した。

第 1因子に負荷量の高い項目は、増淵 （2014）

の「個人的活動への没頭」の項目、第2因子に負

荷量の高い項目は、増淵 （2014） の「自己内省」

の項目、第 3因子に負荷量の高い項目は、増淵

（2014） の「ストレスからの解放」の項目におお

むね対応していたことから、第 1因子を「個人的

活動への没頭」因子、第 2因子を「自己内省」因

子、第 3因子を「ストレスからの解放」因子と命

名した。

各因子に負荷量の高い項目 （.40以上） によりそ

の因子に対応する下位尺度を構成した。Cronbach

のα係数を算出した結果、第 1下位尺度 （7項目）

はα＝ .90、第 2下位尺度 （4項目） はα＝ .88、

第 3下位尺度 （3項目） はα＝ .86であり、内的一

貫性が確認された。

各下位尺度の合計点を項目数で除したものを下

位尺度得点とした。下位尺度得点の平均値 （SD）

は、「個人的活動への没頭」が4.49 （SD＝0.94）、

「自己内省」が4.14 （SD＝0.96）、「ストレスから

の解放」が3.98 （SD＝1.02） であった。

（2） ひとりで過ごすことに関する感情・評価尺度

28項目を対象として、最尤法・プロマックス

回転による因子分析を行い、固有値の推移と解釈

可能性から 3因子解が妥当と判断した。最大因子

負荷量が .40未満であった項目 （計 8項目） を除外

て頻繁に使用されている尺度である。「かなりあ

てはまる」 （5点）、「ややあてはまる」 （4点）、

「どちらともいえない」 （3点）、「あまりあてはま

らない」 （2点）、「全くあてはまらない」 （1点） の

5件法で回答を求め、合計得点を算出し、「主観

的幸福感」得点とした。得点が高いほど「主観的

幸福感」が高いことを示す。

３．倫理的配慮

本研究は、鎌倉女子大学研究倫理審査委員会

の承認を受けて実施された （承認番号：鎌倫－

13011）。配布した質問紙に、研究の主旨、倫理的

配慮について説明した文書を添付した。説明に

は、調査の目的、調査結果は研究の目的以外には

使用しないこと、調査への参加は任意であり、参

加の拒否による不利益は一切ないこと、得られた

データは個人が特定されない形で処理、分析し、

調査データは責任をもって厳重に管理すること、

回答したくない場合には空欄のままでよいこと、

本研究に対する問い合わせ先などが含まれてい

る。質問紙への回答をもって、調査協力の同意を

得たものとみなした。

結果と考察

１．基本属性と生活状況、主観的幸福感

基本属性と生活状況をTable 1に示す。調査協

力者99名中、73名 （73.7％） が有職者で、有職者

のうち、約 6割がパート・派遣・契約社員などの

非正規職員であった。社会的活動への参加状況

は、参加していない人が34名 （34.3％） で、6割

以上が何らかの活動に参加していた。最も多かっ

たのは、習い事やスポーツなど「趣味に関わる活

動」で39名 （39.4％）、次いで保護者会やPTAな

ど「子どもの教育に関わる活動」で22名

（22.2％） であった。活動参加数の平均は、0.99個

（0～3個，SD＝0.92） であった。暮らし向きは、

「ゆとりがある」「ややゆとりがある」と回答した

人が約 3割、「ふつう」と回答した人が 3割強、

「苦しい」「やや苦しい」と回答した人が約 3割で

あり、暮らし向き得点の平均は2.99 （SD＝1.02）

であった。現在の健康状態は、「とてもよい」「よ

い」「ふつう」と回答した人が計89名 （89.9％）

で、9割が良好であり、「とても悪い」と回答し
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Table 1　調査協力者の基本属性と生活状況（N＝99）

人数 （％）

年齢 39歳以下 2 （2.0）

40～44歳 2 （2.0）

45～49歳 39 （39.4）

50～54歳 40 （40.4）

55～59歳 13 （13.1）

60歳以上 2 （2.0）

無回答 1 （1.0）

配偶者の有無 いる 91 （91.9）

いない 7 （7.1）

無回答 1 （1.0）

子どもの有無 いる 97 （98.0）

いない 1 （1.0）

無回答 1 （1.0）

きょうだいの有無 いる 83 （83.8）

いない 14 （14.1）

無回答 2 （2.0）

就労状況 正社員（職員） 19 （19.2）

パート／派遣／契約社員（職員） 45 （45.5）

無職 25 （25.3）

その他 9 （9.1）

無回答 1 （1.0）

社会的活動への参加状況 子どもの教育に関わる活動 22 （22.2）

（複数回答） 地域に関わる活動 17 （17.2）

趣味に関わる活動 39 （39.4）

学習に関わる活動 11 （11.1）

福祉に関わる活動 8 （8.1）

その他 1 （1.0）

暮らし向き ゆとりがある 6 （6.1）

ややゆとりがある 25 （25.3）

ふつう 36 （36.4）

やや苦しい 24 （24.2）

苦しい 7 （7.1）

無回答 1 （1.0）

現在の健康状態 とてもよい 3 （3.0）

よい 26 （26.3）

ふつう 60 （60.6）

悪い 9 （9.1）

とても悪い 0 （0.0）

無回答 1 （1.0）



昭和女子大学生活心理研究所紀要　Vol.18　2016

36

各因子に負荷量の高い項目によりその因子に対

応する下位尺度を構成した。Cronbachのα係数

を算出した結果、第 1下位尺度 （10項目） はα＝ 

.92、第 2下位尺度 （6項目） はα＝ .84、第 3下位

尺度 （4項目） はα＝ .90であり、内的一貫性が確

認された。

各下位尺度の合計点を項目数で除したものを下

位尺度得点とした。下位尺度得点の平均値 （SD）

は、「孤独・不安」が2.26 （SD＝0.93）、「自立願

望」が5.17 （SD＝1.08）、「充実・満足」が4.71 （SD

＝1.14） であった。

し、因子数を 3に指定して再度因子分析を行い、

最終的な因子パターンを得た。結果をTable 3に

示す。回転前の3因子で20項目の全分散の57.47％

を説明した。

第 1因子に負荷量の高い項目は、増淵 （2014）

の「孤独・不安」の項目、第 2因子に負荷量の高

い項目は、増淵 （2014） の「自立願望」の項目、

第 3因子に負荷量の高い項目は、増淵 （2014） の

「充実・満足」の項目にほぼ対応していたことか

ら、第 1因子を「孤独・不安」因子、第 2因子を

「自立願望」因子、第 3因子を「充実・満足」因

子と命名した。

Table 2　「『ひとりの時間』の過ごし方尺度」の因子分析結果（プロマックス回転後）

質問項目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 平均値 （SD）

第１因子　個人的活動への没頭 （α＝.90）

　16　好きなことを自由気ままにする時間 1.04 －.10 －.08 4.68 （1.16）

　15　集中して作業する時間 .90 .05 －.16 4.62 （1.18）

　14　だれにも邪魔されない時間 .85 －.01 .09 4.66 （1.14）

　21　自分だけのために費やす時間 .71 －.01 .17 4.33 （1.27）

　19　リラックスする時間 .70 .05 .09 4.80 （1.08）

　 6　趣味に没頭する時間 .51 .13 .01 4.11 （1.37）

　17　本当の自分を出す時間 .42 .03 .30 3.98 （1.23）

第２因子　自己内省 （α＝.88）

　 5　気持ちや考えを整理する時間 .00 .95 －.06 4.38 （1.14）

　 3　自分を見つめなおす時間 .01 .80 .05 4.16 （1.17）

　12　落ち着いてじっくり考える時間 .22 .76 －.07 4.35 （1.04）

　20　周りの人の大切さを再確認する時間 －.12 .57 .22 3.86 （1.15）

第３因子　ストレスからの解放 （α＝.86）

　 8　人間関係での精神的疲れをいやす時間 －.10 .00 .99 3.87 （1.22）

　10　ストレスを解消する時間 .11 .02 .70 4.32 （1.07）

　 7　嫌なことを忘れる時間 .06 .06 .66 3.74 （1.17）

残余項目

　 1　落ち着く時間 4.66 （1.13）

　 2　人に気をつかわなくて済む時間 4.72 （1.13）

　 4　ありのままの自分でいる時間 4.60 （1.06）

　 9　人生や生き方を考える時間 3.87 （1.22）

　11　何もつくろわないでいる時間 4.41 （1.13）

　13　自分を解放する時間 4.35 （1.09）

　18　過去や将来について考える時間 3.78 （1.17）

因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

Ⅰ － .63 .54

Ⅱ － .57

Ⅲ －
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は、どの下位尺度間にも中程度の正の相関がみら

れた （r＝ .55～.63）。また、ひとりで過ごすこと

に関する感情・評価尺度内では、「孤独・不安」

と「自立願望」「充実・満足」との間に弱い負の

相関 （r＝-.37, -.34）、「自立願望」と「充実・満

足」との間に弱い正の相関 （r＝ .23） がみられた。

（3） 「ひとりの時間」に関する各尺度の下位尺度

間の相関

「『ひとりの時間』の過ごし方尺度」及び「ひと

りで過ごすことに関する感情・評価尺度」の各下

位尺度間の相関をTable 4に示す。

まず、「ひとりの時間」の過ごし方尺度内で

Table 3　「ひとりで過ごすことに関する感情・評価尺度」の因子分析結果（プロマックス回転後）

質問項目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 平均値 （SD）

第１因子　孤独・不安（α＝.92）

　25　ひとりで過ごすことに苦痛を感じる .90 .07 .06 2.00 （0.96）

　16　本当は友人と一緒にいたいが、仕方なくひとりで過ごしている .81 .10 .04 2.09 （1.18）

　22　「ひとりの時間」は孤独だ .80 －.06 －.02 2.27 （1.13）

　 8　ひとりで過ごしていると不安になる .80 －.05 .01 2.41 （1.35）

　14　「ひとりの時間」はさみしい .79 .05 .00 2.38 （1.22）

　15　ひとりでいると人の目が気になる .75 .15 －.13 2.03 （1.12）

　23　「ひとりの時間」が苦手だ .68 －.15 －.04 2.24 （1.22）

　27　できることなら、ひとりでいたくない .65 －.11 .03 2.76 （1.43）

　 7　本当は家族と一緒にいたいが、仕方なくひとりで過ごしている .63 －.02 .01 2.38 （1.47）

　 6　ひとりでいる人を見ると、さびしい人だと思う .62 －.03 .09 2.38 （1.32）

第２因子　自立願望（α＝.84）

　26　家族と一緒でなくても行動できるようになりたい .06 .90 －.07 4.88 （1.68）

　11　友人と一緒でなくても行動できるようになりたい .08 .88 －.06 5.16 （1.65）

　 9　「ひとりの時間」を楽しめるようになりたい .01 .78 .02 5.53 （1.39）

　28　ひとりで過ごすことには自立のイメージがある －.08 .48 －.08 4.61 （1.31）

　 3　ひとりでも生きていける人間になりたい －.03 .47 .11 5.27 （1.43）

　20　ひとりでも過ごせる人は素敵だと思う －.23 .45 .23 5.51 （1.20）

第３因子　充実・満足（α＝.90）

　13　「ひとりの時間」を有効に使えている .10 －.10 .99 4.62 （1.27）

　12　充実した「ひとりの時間」を持てていると思う －.03 .04 .90 4.85 （1.40）

　24　「ひとりの時間」の過ごし方に満足している －.02 .10 .74 4.81 （1.21）

　19　バランス良く「ひとりの時間」が作れている .00 －.07 .67 4.60 （1.32）

残余項目

　 1　ひとりで過ごすのは格好悪い 1.53 （0.97）

　 2　ひとりでいても安心して過ごすことができる 5.41 （1.33）

　 4　できることなら、いつもひとりでいたい 3.41 （1.36）

　 5　ひとりで過ごすのも悪くないと思えるようになった 4.96 （1.34）

　10　人と一緒にいることが苦痛だ 3.10 （1.43）

　17　できることなら、だれもいないところに住みたい 2.09 （1.22）

　18　「ひとりの時間」を自分の成長のために使いたい 5.22 （1.22）

　21　ひとりで過ごすことへの抵抗は少ない 5.54 （1.06）

因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

Ⅰ － －.37 －.42

Ⅱ －  .24

Ⅲ －
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ることから、有職の中年期女性は、個人化傾向が

無職の場合より高く、個人化傾向の具体的内容と

して、「自己内省」をする「ひとりの時間」を求

めている可能性が考えられる。

３． 「ひとりの時間」に関する各尺度の中年期版

と青年期版との比較

（1） 「『ひとりの時間』の過ごし方尺度」の青年期

版との比較

「ひとりの時間」の過ごし方尺度については、

Table 2とAppendix 1を比較すると、青年期版は

「自己内省」「自己解放」「個人的活動への没頭」

「ストレスからの解放」の 4下位尺度で構成され

ていたのに対し、中年期女性を対象にした本研究

では、青年期版の「自己解放」の項目の多くが分

析の過程で除外され、「個人的活動への没頭」「自

己内省」「ストレスからの解放」の 3因子構造と

なった。青年期版では「自己解放」の項目であっ

た “だれにも邪魔されない時間”、“本当の自分を

出す時間” の 2項目のみ、本研究では「個人的活

動への没頭」因子に吸収された。青年期は、他者

との関わりの中で自己を確立していく時期であ

り、自意識が過敏になる時期でもある。そのた

め、“人に気を遣わなくて済む時間”、“ありのま

まの自分でいる時間” といった自分を解放する過

ごし方である「自己解放」が 1つの下位尺度とし

て独立していたと考えられる。しかし、中年期に

なると、それまでの経験を経て、他者の中で自分

がどのように見られているか、他者の中で自分を

どう出していけばよいかといった過敏な自意識は

次に、2つの尺度の関連については、「個人的

活動への没頭」「自己内省」「ストレスからの解

放」のいずれの過ごし方も、その頻度が高いほ

ど、「自立願望」「充実・満足」が高かった（自立

願望との相関：r＝ .29, .25, .36,  充実・満足との

相関：r＝ .47, .53, .28）。特に、「個人的活動への

没頭」「自己内省」の過ごし方と、ひとりで過ご

す「充実・満足」感との関連は、r＝ .40以上で

中程度の相関があった。「ひとりの時間」の過ご

し方の中でも、「個人的活動への没頭」「自己内

省」の過ごし方が、ひとりで過ごす充実・満足感

により関連していることが示唆された。

（4）年齢・就業形態別、各下位尺度得点の比較

年齢 （50歳未満：43名、50歳以上：55名）、就

業形態 （有職：73名、無職：25名） 別に、「ひと

りの時間」の過ごし方、ひとりで過ごすことに関

する感情・評価を比較した。t 検定を実施した結

果、年齢2群の比較では、いずれの変数において

も有意差はみられなかった。就業形態 2群の比較

では、「自己内省」の過ごし方のみ、有職 （平均

4.32, SD＝0.94） の方が無職 （平均3.96, SD＝

0.98） よりも頻度が高かった （ t （93）＝2.02, p< 

.05）。有職の場合、妻役割、母親役割、仕事役割

など、複数の役割が求められる。そのため、多重

役割の切り替えや整理の時間として「自己内省」

の過ごし方の頻度が高くなる可能性が考えられ

る。また、柏木・永久 （1999） は、無職より有職

の方が、家族の中に私的な心理的空間を求める傾

向 （個人化傾向） が強まることを明らかにしてい

Table 4　各変数間の相関係数

「ひとりの時間」の過ごし方 ひとりで過ごすことに関する感情・評価

個人的活動
への没頭

自己内省
ストレス
からの解放

孤独･不安 自立願望 充実･満足 暮らし向き 健康状態 活動参加数
主観的
幸福感

個人的活動への没頭 － .63*** .55*** －.16 .29**  .47*** .24*　  .16 －.06 .35***

自己内省 － .58*** －.12 .25*  .53*** .20 　  .13  .11 .38***

ストレスからの解放 － －.11  .36*** .28** .01 　 －.01 －.03 .06 　

孤独・不安 － －.37*** －.34*** .02 　 －.01  .06 －.02　　

自立願望 － .23* .20 　  .10 －.00 .19 　

充実・満足 － .33*** 　.22*  .09 .51***

暮らし向き － 　.25*  .11 .56***

健康状態 －  .19 .29**

活動参加数 － .27**

主観的幸福感 －

*p<.05，**p<.01，***p<.001
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因子の両方に負荷量が高かったが、3項目とも当

該因子への負荷量が .40未満であったため、除外

された。「孤絶願望」は、増淵 （2014）の青年期

版では、自我同一性に負の影響を及ぼす結果と

なっており、他者や社会と自分とのつながりや距

離感がうまくつかめなかったり、対人関係がうま

く持てなかったりした場合に陥る可能性がある状

態であると解釈した。しかし、本研究では、青年

期版の「孤絶願望」の項目は因子としてまとまら

ず、他の因子に吸収されていた。中年期になる

と、“できることなら、いつもひとりでいたい”、

“できることならだれもいないところに住みたい”

といった内容は、青年期とは意味合いが異なり、

友人や家族と一緒でなくても行動できるようにな

りたい、妻役割や母親役割、日々の人づき合いや

仕事から離れて自分の時間を楽しみたいというよ

うな、「自立願望」の 1つの表れ方であり、その

ために、1つの因子として独立しなかったものと

推察される。

「孤独・不安」「自立願望」については、本研究

では、因子負荷量の関係でいくつかの項目が除外

されたものの、青年期版とほぼ同様の項目であっ

た。本研究で新たに追加した、“本当は家族と一

緒にいたいが、仕方なくひとりで過ごしている”

という項目は、“本当は友人と一緒にいたいが、

仕方なくひとりで過ごしている” と同様に「孤

独・不安」因子に負荷量が高く、新たに追加した

“家族と一緒でなくても行動できるようになりた

い” という項目は、“友人と一緒でなくても行動

できるようになりたい” と同様に「自立願望」因

子に負荷量が高かった。中年期女性においては、

友人だけでなく、家族との距離の取り方も、ひと

りで過ごすことに関する感情・評価の一部をなし

ていると考えられる。

「充実・満足」については、青年期版とまった

く同様の 4項目であった。

４． 「ひとりの時間」の過ごし方、感情・評価と

生活状況、主観的幸福感との関連

「ひとりの時間」の過ごし方と感情・評価が、

生活状況や主観的幸福感とどのように関連してい

るかを検討するため、各変数間の相関分析を実施

した （Table 4）。

減少し、むしろ、自分の好きなことや趣味にどの

ように取り組み自己表現をしていくか、子育てな

どの家族内役割や社会的役割が一段落した中で自

分の時間をどう満喫していくかということに関心

が向かう。そのため、本研究では、青年期版のよ

うに「自己解放」が 1つの因子としてまとまら

ず、また、青年期版の「自己解放」の項目の一部

が、本研究では「個人的活動への没頭」に吸収さ

れたと考えられる。

「自己内省」については、青年期版の項目のう

ち、“人生や生き方を考える時間”、“過去や将来

について考える時間” の 2項目が分析の過程で除

外された。一方、青年期版では、この 2項目が

「自己内省」因子に負荷量の高かった 1番目、2

番目の項目であり （増淵，2014）、青年期版におい

て、この 2項目は「自己内省」因子の中核である

と考えられる。さらに、この 2項目は、本研究で

「自己内省」因子に負荷量の高かった 4項目に比

べ、どちらかというと平均値は低めであった（そ

れぞれの平均値は3.87及び3.78）。青年期は、自

己を確立していく時期であり、人生や生き方、過

去や将来を考えることが重要となるが、中年期に

なると、それよりも “気持ちや考えを整理する時

間”、“自分を見つめなおす時間” というように、

現在の気持ちの整理が重要となることが示唆され

る。

なお、「ストレスからの解放」については青年

期版とまったく同様の 3項目であった。

（2） 「ひとりで過ごすことに関する感情・評価尺

度」の青年期版との比較

ひとりで過ごすことに関する感情・評価につい

ては、Table 3とAppendix 2を比較すると、青年

期版は「孤独・不安」「自立願望」「充実・満足」

「孤絶願望」の 4下位尺度で構成されていたのに

対し、中年期版では 3因子解が妥当と判断され、

青年期版の「孤絶願望」を除いた「孤独・不安」

「自立願望」「充実・満足」の 3因子構造となっ

た。分析の過程では、青年期版の「孤絶願望」に

含まれていた 3項目のうち、“できることなら、

いつもひとりでいたい”、“できることなら、だれ

もいないところに住みたい” の 2項目は「自立願

望」因子に負荷量が高く、“人と一緒にいること

が苦痛だ” は「孤独・不安」因子と「自立願望」
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とりの時間」の過ごし方の下位尺度間には相関が

みられたため、共変関係を設けた。

解析においては、すべてのパスを引いたモデル

を作成してパス解析を行い、その後、有意及び有

意傾向でないパスを削除して、再度パス解析を

行った。最終的な結果をFigure 1に示す。まず、

「ひとりの時間」の過ごし方から感情・評価に対

して、「自己内省」から「充実・満足」への有意

な正のパス、「個人的活動への没頭」から「充

実・満足」への有意傾向の正のパス、「個人的活

動への没頭」「ストレスからの解放」から「自立

願望」への有意傾向の正のパスがみられた。次

に、感情・評価から主観的幸福感に対しては、

「充実・満足」から「主観的幸福感」への有意な

正のパス、「孤独・不安」から「主観的幸福感」

への有意傾向の正のパスがみられた。「ひとりの

時間」の過ごし方から主観的幸福感に対しては、

「個人的活動への没頭」から「主観的幸福感」へ

の有意な正のパス、「ストレスからの解放」から

「主観的幸福感」への有意な負のパスがみられ

た。モデルの適合度指標は、χ2＝8.652 （n.s.），df

＝8, GFI＝ .971, AGFI＝ .899, RMSEA＝ .033で

あった。

以上から、「ひとりの時間」に個人的活動に没

頭したり、自己内省をしたりすることは、ひとり

で過ごす「充実・満足」感を高め、中年期女性の

主観的幸福感にポジティブな影響を及ぼすことが

示された。また、「個人的活動への没頭」は直接

的にも主観的幸福感につながっていた。「自己内

省」にはポジティブ感情だけでなくネガティブ感

情も伴う可能性があり、その時間を「充実・満

足」として捉えているかどうかが、主観的幸福感

に結びつくということが示唆された。

一方で、「ストレスからの解放」は、主観的幸

福感にネガティブな影響を及ぼしていた。「ひと

りの時間」をストレスからの解放に費やす人は、

日常的に何らかのストレスを抱えている可能性が

高いため、主観的幸福感が低くなっていたと考え

られる。しかし、「ひとりの時間」が心身の状態

の回復につながっているのであれば、意味のある

時間を過ごしていると考えられよう。

増淵 （2014） の青年期を対象とした研究では、

自我同一性を目的変数として発達への影響を検討

しており、主観的幸福感を目的変数として心理的

（1） 「ひとりの時間」の過ごし方、感情・評価と

生活状況との関連

暮らし向きと「個人的活動への没頭」の過ごし

方との間に弱い正の相関がみられた （r＝ .24）。

また、暮らし向き及び健康状態と、ひとりで過ご

す「充実・満足」感との間に弱い正の相関がみら

れた （r＝ .33, .22）。暮らし向きがよいほど個人的

活動に没頭できる余裕があること、また、暮らし

向きや健康状態が良好であるほど、「ひとりの時

間」を満喫する余裕があることから、「充実・満

足」感を持ちやすい傾向にあると推察される。

（2） 「ひとりの時間」の過ごし方、感情・評価、

生活状況と主観的幸福感との関連

「ひとりの時間」の過ごし方の「個人的活動へ

の没頭」「自己内省」と主観的幸福感の間に弱い

正の相関が見られた （r＝ .35, .38）。これらの過ご

し方の頻度が高いと主観的幸福感が高いことが示

唆された。

また、ひとりで過ごすことに関する感情・評価

の「充実・満足」感と主観的幸福感の間に中程度

の正の相関がみられた （r＝ .51）。ひとりで過ご

すことに対する「充実・満足」感が高いほど主観

的幸福感が高いことが示唆された。

生活状況と主観的幸福感との関連では、暮らし

向き、健康状態、活動参加数が主観的幸福感と関

連していた （r＝ .56, .29, .27）。特に、暮らし向き

と主観的幸福感との関連が、.56と高めであった。

主観的幸福感には、経済状況や身体的状況、社

会活動への参加など、複数の要因が関連している

が、「ひとりの時間」の過ごし方やそれに対する

感情・評価も中年期女性の主観的幸福感に関連す

る要因の 1つであると考えられる。

５． 「ひとりの時間」の過ごし方、感情・評価が

主観的幸福感に及ぼす影響

「ひとりの時間」の過ごし方や感情・評価が主

観的幸福感に及ぼす影響を検討するため、増淵

（2014） を参考に、「ひとりの時間」の過ごし方

が、ひとりで過ごすことに関する感情・評価に影

響し、「ひとりの時間」の過ごし方は主観的幸福

感に対し直接的に関わる、あるいはひとりで過ご

すことに関する感情・評価を媒介として間接的に

関わると仮定し、パス解析を行った。なお、「ひ
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己内省は、自己を確立していくために過去を振り

返ったり、これからの生き方を考えたりといっ

た、自立に向けた過ごし方であり、葛藤やネガ

ティブな感情を伴う可能性も大きい。したがっ

て、自己内省は青年期の自我同一性形成にとって

必要な時間ではあるが、青年自身にとっては精神

的負荷のかかる時間である可能性も高い。それに

対し、中年期の自己内省は、気持ちや考えを整理

したり、自分を見つめなおしたりといった、現在

の気持ちの整理が中心となり、日々の問題への現

実的対処や、自分自身の時間をどのように充実さ

せていくか―岡本 （1997） が成人の「個としての

アイデンティティ」の発達の方向性として挙げて

いる「積極的な自己実現の達成」―に関連する内

容であると推察される。中年期はアイデンティ

ティの揺らぎの時期ではあるものの、今回の調査

結果から、中年期女性は、さまざまな経験を通し

適応への影響を検討している本研究とは単純には

比較できないが、本研究で「個人的活動への没

頭」がひとりで過ごす「充実・満足」感に影響し

ていたことは、青年期と同様の結果であった。だ

れにも邪魔されずに好きなことに没頭する過ごし

方は、青年期においても中年期においても共通し

て、ひとりで過ごす「充実・満足」感につながる

ものと考えられる。一方、本研究では「自己内

省」の過ごし方がひとりで過ごす「充実・満足」

感に影響していたが、青年期においてはこのよう

な影響はみられず、青年期では「自己内省」の過

ごし方は「自立願望」に弱く影響しているのみで

あった。これは、本研究の尺度作成の結果におい

て、「自己内省」に含まれる項目に青年期版との

違いがみられたことにも関連するが、青年と中年

で「自己内省」の過ごし方やその意味合いに違い

があることに由来すると推察される。青年期の自

「『ひとりの時間』の

過ごし方尺度」

e1

R²=.00

孤独・不安

自立願望

個人的活動

への没頭

主観的幸福感

充実・満足

自己内省

ストレス

からの解放

R²=.14

.21.61

.51

.51

χ²=8.652（n.s.），df=8
GFI=.971，AGFI=.899
RMSEA=.033

e2

e3

e4

R²=.23

R²=.26
.23

.30

.22
.37

-.34

-.25

.31

-.24

.19

「ひとりで過ごすことに

関する感情・評価尺度」

Figure 1　主観的幸福感への影響のパス解析結果

 （有意および有意傾向のパスのみ記述、有意：太線、有意傾向：細線、実線：正のパス、破線：負のパス）
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期女性の「ひとりの時間」に関する質的検討であ

る。中年期女性は、どのような「ひとりの時間」

を過ごし、ひとりで過ごすことをどのように考え

ているのか、主観的幸福感が高い人と低い人では

「ひとりの時間」の持ち方がどのように違うのか

などについて、自由記述形式の調査や面接調査か

らさらに詳細に検討することで、中年期女性にお

ける「ひとりの時間」の意味や心理的適応との関

連がさらに明らかになると考える。
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本研究のまとめと今後の課題

本研究の目的は、中年期女性を対象に、「ひと

りの時間」の過ごし方や感情・評価について、増

淵 （2014） の青年期版尺度を用いて、中年期の特

徴を明らかにすることであった。さらに基本属

性・生活状況、主観的幸福感との関連から中年期

女性にとっての「ひとりの時間」の持つ意味を考

察することを目的とした。

「ひとりの時間」の過ごし方については、中年

期版の尺度では、青年期版 （増淵，2014） で因子を

構成していた「自己解放」は抽出されず、「個人

的活動への没頭」「自己内省」「ストレスからの解

放」の 3因子構造であった。また、ひとりで過ご

すことに関する感情・評価に関しては、中年期版

尺度では、青年期版 （増淵，2014） でみられた「孤

絶願望」因子は抽出されず、「孤独・不安」「自立

願望」「充実・満足」の 3因子で構成されること

が明らかになった。さらに、「ひとりの時間」の

過ごし方や感情・評価が主観的幸福感に及ぼす影

響については、中年期女性は青年期同様「ひとり

の時間」に自由気ままな個人的活動を行うことが

ひとりで過ごすことの充実・満足感を高めてお

り、それが主観的幸福感を高めていたが、青年期

とは異なり自己内省もまた、ひとりで過ごすこと

の充実・満足感を高め、主観的幸福感を促進して

いた。

今後の課題として、第一に、本研究の調査協力

者は、既婚で子どものいる中年期女性が大部分で

あったため、今後は、未婚や子どものいない中年

期女性にも調査することにより、彼らにとっての

「ひとりの時間」の意味についても検討していく

ことが必要であると考える。第二に、対人関係の

要因も含めた検討である。本研究では、中年期女

性の「ひとりの時間」に焦点を当て、対人関係に

ついては、社会的活動への参加状況を検討したの

みであった。中年期女性の「関係性」の側面につ

いてソーシャルサポートやソーシャルネットワー

クなどを検討することで、「個」と「関係性」の

両側面から中年期女性の心理的適応の促進要因に

関する考察が深まると考えられる。第三に、中年
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Appendix 1　「ひとりの時間」の過ごし方尺度
（増淵，2014）

質問項目

自己内省

　　人生や生き方を考える時間

　　過去や将来について考える時間

　　自分を見つめなおす時間

　　落ち着いてじっくり考える時間

　　気持ちや考えを整理する時間

　　周りの人の大切さを再確認する時間

自己解放　　

　　人に気をつかわなくて済む時間

　　ありのままの自分でいる時間

　　何もつくろわないでいる時間

　　本当の自分を出す時間

　　落ち着く時間

　　自分を解放する時間

　　だれにも邪魔されない時間

個人的活動への没頭　　

　　好きなことを自由気ままにする時間

　　自分だけのために費やす時間

　　趣味に没頭する時間

　　集中して作業する時間

　　リラックスする時間

ストレスからの解放　　

　　人間関係での精神的疲れをいやす時間

　　嫌なことを忘れる時間

　　ストレスを解消する時間

Appendix 2　ひとりで過ごすことに関する感情･評価尺度
（＊は逆転項目）（増淵, 2014）

質問項目

孤独・不安

　　「ひとりの時間」はさみしい

　　ひとりで過ごしていると不安になる

　　「ひとりの時間」が苦手だ

　　「ひとりの時間」は孤独だ

　　ひとりで過ごすことに苦痛を感じるようになった

　　ひとりでいる人を見ると、さびしい人だと思う

　　できることなら、ひとりでいたくない

　　ひとりで過ごすのは格好悪い

　　本当は友達と一緒にいたいが、仕方なくひとりで過ごしている

　　ひとりでいると人の目が気になる

　　ひとりでいても安心して過ごすことができる＊

自立願望　　

　　「ひとりの時間」を楽しめるようになりたい

　　友達と一緒でなくても行動できるようになりたい

　　ひとりでも過ごせる人は素敵だと思う

　　ひとりで過ごすことには自立のイメージがある

　　ひとりでも生きていける人間になりたい

　　ひとりで過ごすことへの抵抗が減った

　　「ひとりの時間」を自分の成長のために使いたい

　　ひとりで過ごすのも悪くないと思えるようになった

充実・満足　　

　　「ひとりの時間」を有効に使えるようになった

　　「ひとりの時間」の過ごし方に満足している

　　充実した「ひとりの時間」を持てていると思う

　　バランス良く「ひとりの時間」が作れている

孤絶願望　　

　　人と一緒にいることが苦痛だ

　　できることなら、いつもひとりでいたい

　　できることなら、だれもいないところに住みたい


